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『今日は、大我講の石碑の話であったな。現代でも、墓石を作ると言う

ことは一世一代の大仕事であるが江戸時代、現在のように重機がある

わけではなく、石を切り出すことからすべての作業が人力だった時代

に、仲間でお金を出し合って、石碑を建てた人々の気持ちを想像したい

と思うんじゃよ。クニマッスンはどのように考えておるかのう？』

『石碑を見て、石碑を建てた人の気持ちを想像したことはないでまっす

ん。ただ、こんなところに石碑を建てたのは大変だっただろうと思った

だけでまっすん。けれども、講左衛門さんに質問されると、確かに大金

を使って 

説葉蘭輔弼年齢不詳 
職業大我講の莞蓮 

（先達とは案内責任者） 

石碑を建てるということは、そこに人々の願いや祈りが詰まっ

ていると言うことでまっすん。そのように石碑を見なければ、

その辺に転がっている石と同じになってしまうでまっすん。』

『そうなんじゃ。願いや祈りというものは、目に見えないもの

なんじゃが人はその思いを形に残しているんじゃよo残され

たものから、現代に生きる我々がその思いをくみ取らなく

てはいけないんじゃ。人の思いというのはいつの時代も同じじゃからなo』

『講左衛門さん、人の思いがいつの時代も同じというのは、どういうことでまっすん？』

『人々が、神様や仏様に手を合わす時の気持ちを想像してみるんじゃo物質の豊かな時代でも、

悩みはつきない。人の悩みというのは、物質的なものばかりではないんじゃよ。だから人は祈

るんじゃ。皆、幸せを願うからな。また、石碑を建てた大我講の人々は、その石碑を残すこと

によって、未来に思いを託したんじゃ。未来が今より良い時代となっているようにとな。』

『確かにそのよなことを想像しながら石碑を見たら、見方が変わるでまっすん。』

『ぼやきになってしまうがな、忍野八海を訪れる観光客は、それぞれの池にある石碑に思いを

はぜて見てくれているのだろうか？何らかの思いが芽生えたら、市川大門にある多くの石碑に

も興味関心をもってくれると思うんじゃよ。しかし、忍野八海の石碑について、また、大我講

について関心、を持つような情報発信はされていないんじゃo海外からの観光客も大勢来ている

ようじゃが今来られた方は、再びこの地を訪れることはできないじゃうう。忍野八海の魅力

は、富士山の美しく神秘的な住まいや湧水だけではなく、その神秘的な力を、日本人独特の感

性で、より神格化させた想像力が石碑だげでまなく様々な形で残されていることじゃ。日本

独特の文化、また、忍野村独自の素晴らしさを魅力的に伝えることが、おもてなしだと思うん

じゃよ。今日は、市川大門に残されている石碑の話をしようと思っておったんじゃが見方に

ついての話をしてしまったのう。大

我講の石碑の話は次回じゃな。』

『大我講の人々の思いを感じなが

ら、石碑の話を聞くことができるで

まっすん。楽しみでまっすん。』
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